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えばヤギ Capra hircus が島嶼に持ち込まれたことで、在来植物が食べつくされ、植生崩
壊から土壌流出を引き起こし、島固有の生態系が失われてしまうことがある（常田 
2002）。ルアーフィッシング目的で移入されたオオクチバス Micropterus salmoides やブ
ルーギル Lepomis macrochirus が、在来水生生物を捕食し、水圏生態系に悪影響を与えて
いる例は有名である（淀 2002，中井 2002）。小笠原諸島に侵入したグリーンアノー
ル Anolis carolinensis は、在来昆虫を捕食するほか、在来種オガサワラトカゲ




れたタイワンザル Macaca cyclopis やアカゲザル M. mulatta がニホンザル M. fuscata と交
雑することにより、地域の純粋なニホンザルに遺伝子汚染を引き起こしている例や（仲
谷・前川 2002）、食用、ペットとして持ち込まれたチュウゴクオオサンショウウオ





る。第一次産業への影響として、ヌートリア Myocastor coypus による圃場や水路の破壊
（村上 2002）、アライグマ Procyon lotor による農作物への被害（池田 2002）、タイワ
ンリス Callosciurus erythraeus thaiwanensis による林業被害（田村 2002）、オオクチバス
による漁業被害など、あらゆる一次産業が外来種により影響を受けている。また、直接
的にヒトに危害を及ぼす例も増えてきており、アライグマによる狂犬病の媒介や、セア
カゴケグモ Latrodectus hasseltii（夏原・西川 2002）による咬傷被害は、今後拡大して
いく恐れがあると考えられている。 







 日本には 6 種の淡水性カメ類が生息しており、そのうち南西諸島に産するヤエヤマセ
マルハコガメ Cuora flavomarginata evelynae、ヤエヤマイシガメ Mauremys mutica kami、
リュウキュウヤマガメ Geoemyda japonica を除く 3 種、ニホンイシガメ M. japonica、ク





















(Suzuki et al. 2011)。しかし、移入から 150 年以上が経過しており、現在の外来性侵入種
の指定要領からも本種はそれに該当しない（村上・鷲谷 2002）。また中国や朝鮮半島
では乱獲によって本種個体群が高頻度で絶滅しており、そうした観点からも国内の個体
群の保護の重要性が主張されている (安川 2007b)。 
 
3.外来種ミシシッピアカミミガメの侵入と生態系への影響 







湖沼に生息するヨーロッパヌマガメ Emys orbicularis やスペインイシガメ M. leprosa 
leprosa など在来種の個体数が減少している（Cadi and Joly 2003; 2004, Polo-Cavia et al. 
2009; 2011）。また原産国であるアメリカ合衆国でも、国内移入種として他の地域の在来
生態系に影響を及ぼしており(Pearson et al. 2013, Stone 2010)、キタアカハラガメ
Pseudemys rubriventris と本種の間に資源や日光浴場所をめぐる種間競争があることが観
察されている（Pearson et al. 2015）。日本でも本種の侵入によって在来種や他の水生動物
が減少する事例が報告されており、京都市南区の東寺では 1972 年には数多くみられた






れている（永原 2011，加藤 2016）。 
 アカミミガメが侵入と拡大を成功させる要因として、まず種間競争に強い点が挙げら
れる（Cadi and Joly 2003）。幅広い動物質や植物質を摂食することが知られており（三根
ら 2014）、中国では、アカミミガメの侵入により在来のハナガメ M. sinensis の食性が
変化したと報告されている（Jian et al. 2013）。また湖沼でのバスキング（日光浴）をす
る場所をめぐる直接的な競争にも強く、日光浴場所を本種に占められてしまうため、在




ガメのクラッチサイズが平均 6.35 個(2-9 個)で産卵回数が 1-2 回である(石原 1986，
矢部 1991)のに対し、アカミミガメは平均 11.2 個の卵を春〜秋に 2-3 回産卵する（大
家・小西，2014）。姫路市立水族館では、1976 年から 2015 年までの飼育下の淡水ガメの
産卵記録から、アカミミガメの産卵期間（平均 89 日）がイシガメ（62 日）やクサガメ
（69 日）よりも長く、産卵数のピークについてもアカミミガメ（8～12 個）がイシガメ










いる(Pablo et al. 2017)。主に餌を用いたベイトトラップで捕獲する方法と、日光浴をす
る習性を利用したバスキングトラップの 2種類の捕獲装置が考案されている（Trachemys 























 石川県ではアカミミガメ、イシガメ、クサガメ、スッポンの 4 種の淡水性カメ類が確
認されている（図 1）。本研究では以下の 3 種を材料とした。 
 
ミシシッピアカミミガメ Trachemys scripta elegans 
  アカミミガメはカメ目ヌマガメ科アカミミガメ属に分類されるアメリカ合衆国原産









様が黒色の個体を黒化個体として扱った（図 2B）。キバラガメ T. s. scripta はアカミミ







クサガメ Mauremys reevesii 
 クサガメはカメ目イシガメ科イシガメ属のカメで日本、中国、韓国を中心に東アジア








ニホンイシガメ Mauremys japonica 
 イシガメはカメ目イシガメ科イシガメ属の日本固有種で、オスの最大甲長 135 mm、
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 調査地として金沢市・津幡町の調査地 A（河北潟）、金沢市の B（俵大池）、C（中山
池）、加賀市の D（富塚池）、E（作見池）、F（片野鴨池）を設定した(図 3)。各地の特徴
は以下の通り。 
A 河北潟（北緯 36° 41’ 37” 東経 136° 41’ 00”、標高 0.6 m、面積 21600 m2） 


















E 作見池（北緯 36° 19’ 42” 東経 136° 21’ 10”、標高 40 m、面積 5005 m2） 
  2 つの堤によって水がせき止められた農業用ため池で、堤部を除く大部分が自然岸
となっている。 
F 片野鴨池（北緯 36° 19’ 18” 東経 136° 17’ 22”、標高 10 m、面積 17456 m2） 










を 6 カ所の調査地において実施した。捕獲用の罠として市販のカニカゴ罠(高さ 200 mm、
長さ 600 mm、奥行き 400 mm)を使用した（図 4A）。ビニル被膜した針金のフレームに
10 mm メッシュの網が張ってあり、漏斗構造によって一度入ったカメが出られない仕組
みになっている（図 4B）。内部に 10 mm メッシュの網袋があり、そこに誘因用餌として
サバの頭などを入れた。この罠を調査地点の深さ 0.5 m 以上の止水域に水没させ設置し
た（図 4C）。長時間水中に設置すると捕獲された個体が溺死するため、カゴの側面にペ
ットボトルや漁業用の浮きを装着し、呼吸ができるようにした。また水面に浮かべた罠
が流されないように、ロープで岸辺の木などに括り付けた。1 カ所の調査地で 5-15 個の
罠を 1-5 日間継続して設置した。罠は 20 m 以上離して設置し、設置期間中は毎日罠を
回収し、捕獲されたカメ類の種類とその個体数、その他に捕獲された生物種を確認した
（図 4D）。この捕獲調査はカメが活動する 4 月から 10 月の間に行い、調査地 A、B、C










み取れなかった場合は老齢個体として扱った。また甲長 100 mm 未満で性別が不明な個
体は幼体として扱った。また体色や模様など色彩形態に関する特徴も個体ごとに記録し、
特にクサガメとアカミミガメでは、オスの老齢個体が黒化することが知られているため










 2015年の調査地Aではアカミミガメの密度を標識再捕法に基づく Petersen 法と Jolly-
seber 法を用いて推定した。Petersen 法は推定個体数 N が以下の式(1)のよって算出され
る。 
                      
      N =     ----------------- (1) 
                  
ここで M は標識個体の数、n は再捕獲された個体数、m は再捕獲された標識個体の数で
ある。Jolly-seber 法は i 時点での推定個体数 Ni が以下の式(2)によって算出される。 
 
Ni =         ----------------- (2) 
 
ここで Miは時点 i で存在する標識個体の総数の推定値であり式(3)で算出される。 
 
    Mi =           -------------- (3) 
 
ここで ziは i 時点で存在したマーク個体のうち i +1 時点では捕獲されず、i +1 以降の調












 調査地点のうち河川部 64 カ所については地理条件を調べた。各地点の護岸の状況や
















を行った。実験は石川県能美市徳山町のいしかわ動物園内の調整池（北緯 36°26’ 01” 東
経 136° 32’ 49”、標高 49 m、面積 4464 m2）で行った。この調整池は谷をせき止めた池
であり、堤はコンクリート護岸であるが、岸の大半は自然岸である。この池に飼育ケー
ジを設置した。ケージのサイズは縦 1 m × 幅 1 m × 高さ 50 cm であり、樹脂製枠に 20 
mm メッシュの金網を張ってある（図 5A）。ケージにはペットボトルを利用した浮きを
装着しケージが半分水面より出る位置に調節した。また流されないようにロープで岸に
係留した（図 5B）。さらに内部には 39 cm × 19 cm × 10 cm のブロック型発泡スチロール




イシガメはいしかわ動物園で 2013 年に孵化した 15 個体を用い、実験開始時の平均甲長
は約 91 mm であった。クサガメは動物取扱業者より 15 個体を購入し、実験開始時の平
均甲長は約 96 mm であった。アカミミガメは愛知県および大阪府で駆除事業が行われ
た際の捕獲個体用い、甲長が約 80-110 mm の個体を 30 個体選定して使用した。アカミ
ミガメ及びクサガメは病原菌等の園内への侵入を防ぐため、実験開始前に獣医師による
2 週間の検疫を行った後に使用した。 
2016 年にはアカミミガメとイシガメを用いて実験を行った。4 月下旬にケージ 3 基を
設置し、それぞれ(1)イシガメ 10 個体、(2)アカミミガメ 10 個体、(3)イシガメ 5 個体、
アカミミガメ 5 個体を入れた。また 2017 年はアカミミガメとクサガメを用い、同様に
(1)クサガメ 10 個体、(2)アカミミガメ 10 個体、(3)クサガメ 5 個体、アカミミガメ 5 個
体を入れた。ケージ中には池に生息するキタノメダカ Oryzias sakaizumii やタイリクバ
ラタナゴ Rhodeus ocellatus ocellatus などの魚類や、各種水生昆虫などが入るため、カメ
個体はそれらを捕食可能であったが、週 5 回の頻度で各ケージに 10 g のカメ用ペレッ
ト（Mazuri® Aquatic Turtle Diet #5M87, タンパク質 40%、脂質 10%、繊維質 5%）を撒い
て給餌した。この飼育は各年 10 月まで継続した。 
 
(3) 実験期間中の個体の計測と観察 
 実験期間中、1 ヶ月に 1 回、ケージ内の全ての個体の健康状態を確認し、形態的特徴
を計測した。計測項目は背甲長（CL）、腹甲長（PL）、最大甲幅（CW）、最大甲高（CH）、
体重（BW）とした。カメの背甲長と体重データは実験開始時を 1.0 とし、各個体の成




は 2016 年 6 月 15 日から 6 月 25 日まで、クサガメとアカミミガメは 2017 年 6 月 15 日


































(1) 2015-2017 年の金沢市と加賀市の湖沼における群集構成 
河北潟および金沢市での捕獲調査の結果、2015 年には 386 個体、2016 年には 108 個
体、2017 年には 108 個体のカメが捕獲された（表 1）。調査地 A（河北潟）では総計 247
個体が捕獲され、他の調査地よりも捕獲数が多かった。アカミミガメとクサガメのみが
捕獲され、全年ともアカミミガメがその 70%以上を占めていた（図 8）。しかし、その捕
獲頻度（CPT: 捕獲数/トラップ数/捕獲日数）は年間で差が見られ 2016 年は減少して
いた（表 1）。クサガメは全年とも密度が低かったが年による差は無かった（表 1）。ま
た 2017 年にアカミミガメの基亜種であるキバラガメ T . scripta scripta が 1 個体捕獲さ
れたが、各甲板に盛り上がりがあり歪みがみられるといった甲羅の形状から、飼育され
ていた個体が放逐されたものと推察された(図 2D)。 
2015 年に行った 12 回の調査の結果、調査地 A では 134 個体のアカミミガメが捕獲さ
れた。またこのうち 24 個体は最低 1 回の捕獲歴がある再捕獲個体であり、最大の再捕
獲回数は 3 回、平均再捕獲率は 20.9%であった。図 6 はその再捕獲に基づいた個体数推
定の結果を示している。Petersen 法では 144-1309 個体、Jolly-Seber 法では 345-2485 個体
と推定され、2つの推定法間では個体数とその変動パターンに違いが見られた。しかし、
7 月上旬に個体数の減少が、8 月下旬に増加がある点では一致しており、アカミミガメ
は 5〜6 月には干拓地の承水路から他の水域、恐らく堪水した水田に移動し、7〜8 月に
また水路へ戻る生活史があることが示唆された。 
調査地 B（俵大池）では総計 235 個体が捕獲され、イシガメとクサガメが高頻度で捕
獲された。特にクサガメは 36.0％以上を占めていた（図 7）。捕獲頻度はイシガメでは年
間差は無かったが、クサガメでは差が見られ、調査地 A のアカミミガメ同様 2016 年に
減少していた。また 2015 年と 2016 年にイシガメとクサガメの交雑個体が捕獲された
（表 1、図 1C）。調査地 C(中山池)では総計 108 個体が捕獲され、調査地 B と同様にイ
シガメとクサガメが捕獲された（表 1）。イシガメが 46.7%以上を占めていたが（図 7）、
イシガメとクサガメの交雑個体が高頻度で捕獲され、特に 2015 年は 20 個体（32.7%）






沼 114 地点のうち、14 の地点でカメ類を確認し、アカミミガメ、クサガメ、イシガメ、
スッポンの 4 種が確認された。2 種以上が確認された地点は 6 地点(42.8%)であり、水
12 
 
平分布データから算出したニッチ重複係数（Pianka の α 係数）はアカミミガメとイシガ





(3)2001-2003 年と 2015-2017 年の群集構成の比較 
 調査地 A〜C の 2001-2003 年と 2015-2017 年の捕獲個体の種構成を比較したところ、
調査地 A では種構成の割合は異なっていたものの（χ2=9.1、df=5、P=0.01、χ2検定）、調
査開始から 16 年が経過してもアカミミガメが優占し、クサガメも低い頻度（15-26%）
で生息していた。一方、調査地 B では、2001 年と 2002 年にアカミミガメが捕獲された
が、12 年後の 2015 年に 1 個体が捕獲されたのみである。イシガメとクサガメの割合に
は変化が見られたが（χ2=6.9、df=5、P<0.001）、クサガメの割合が 36.0-83.3%で占められ
ていた（図 7）。さらに調査地 C でも種構成は異なり（χ2=18.3、df=4、P=0.018）、2002 年
にイシガメの割合（48.4-84.6%）が高かった。また 2015-2017 年はイシガメとクサガメ
の交雑個体の割合が増加しており 2種間の交雑が進んでいることが示唆された（図 7）。 
加賀市の調査地 D、E、F では、2001 年から 2003 年にかけて、イシガメが多く捕獲さ
れていたが、2015 年に同じ調査を実施したところ、全調査地で捕獲個体数が極端に減




調査地 A（河北潟）ではアカミミガメが 16 年に渡って優占しており、その密度も高
かった。しかし、その個体群の特徴には変化が見られた。背甲長（CL）、腹甲長（PL）、
最大甲幅（CW）、最大甲高（CH）、体重（BW）の 5 つの特徴について比較したところ、
雌雄共に 2001-2003 年と比較して、2015-2017 年はすべての特徴で平均値が有意に大き
くなっていた（表 4）。図 9 は個体の成長の指標となる背甲長の各年の頻度分布を示し
たグラフである。2001-2003 年と比較して、その分布は有意に異なり（χ2=4.1、df=5、P 
< 0.0001、Kruskal Wallis 検定）2013 年から 2017 年は体サイズが大きな個体が増加して
いた。また 2001-2003 年には幼体も捕獲されていたが、2013 年以降は幼体の捕獲は少な
かった。さらに 2013 年から 2017 年にかけて、個体 No.333 の雌個体が 3 回連続して捕
獲されたが、その計測データから 2013 年に背甲長 106.6 mm であった個体（3 齢）が、






ていた（2001-2003 年：3.02、2015-2017 年：2.94）。さらにカメの健康状態を表す BCI 
(Body Condition Index：体重/甲長 3)×104の平均値を算出、比較したところ（表 4）、2001-
2003 年の平均値は雄：1.51±0.15、雌：1.61±0.12 であったのに対し、2015-2017 年は
雄：1.41±0.13、雌：1.56±0.10 と減少していた（雄：t=3.61, P=0.0005, 雌：t=3.22, P=0.0015, 
t 検定）。捕獲された雄個体のうち、黒化した老齢個体が捕獲されたが、2001-2003 年は
捕獲個体のうち 6.6-25%であったのに対し、2015-2017 年には 48-75%と増加していた。






(1) 野外飼育実験による効果の検証 —イシガメに対する効果— 
 2016 年に実施した飼育実験で、イシガメのみのグループのケージで 1 個体、アカミ
ミガメのみのケージで 4 個体、2 種混在のケージでイシガメとアカミミガメ各 1 個体が
死亡した。イシガメは同種のみと混在グループ間で成長パターンに明瞭な違いが見られ、
混在グループでは背甲長の成長が低く（F1,89=22.5, P<0.001, 二元配置分散分析, 図 11a）、
体重の増加も少なかった（F1,89 =9.2、P=0.003、図 12a）。飼育開始から 6 ヶ月後は同種
のみグループでは背甲長成長の平均 4.3±SD 1.3 mm、平均体重成長の平均 21.3±8.9 g で
あったのに対し、混在グループでは背甲長 1.4±0.7 mm、体重 11.7±5.1 g であった。一
方、アカミミガメでは同種のみグループで混在グループよりも背甲長の成長が小さくな
ったが（F1,68 = 4.8、P = 0.03、図 11b）、体重の変化に差は見られなかった（P=0.08、図
12b）。飼育期間中の各実験ケージ内のバスキング行動を比較したところ、イシガメのバ
スキング頻度は、イシガメのみのグループより混在グループで有意に低かった（t=4.4, 
P=0.04, t 検定, 図 15a）。しかし、アカミミガメではアカミミガメのみと混在グループ
間で差は見られなかった（P=0.26、図 15a）。 
 
(2) 野外飼育実験による効果の検証 —クサガメに対する効果— 


















いるが、調査地 A はアカミミガメと、調査地 B はイシガメと同所的に分布していた（表
1、図 7）。2001-2003 年と 2015-2017 年のクサガメ個体群の平均背甲長を比較したとこ
ろ、調査地 A では背甲長は有意に異なり、平均値は小さくなっていた（t=7.3、P=0.009、








 今回の捕獲調査で各種のカメが確認された地点数を表 6 に示す。アカミミガメの確認
地点数が 31 地点と最も多く、クサガメ、スッポンが 10 地点、イシガメは 7 地点で確認
された。確認地点数を金沢市内の水系地図にプロットすると、アカミミガメは低地の河
川や湿地に多く、在来種は山間部のため池と低地の河川に分布していた（図 18）。 











ここで Pi はアカミミガメの個体数、x1は堰数、x2は水深ランクを示しており、x2は 1−3












































の分布の減少が示唆されている（Polo-Cavia et al. 2011）。またヨーロッパヌマガメもア
カミミガメの侵入によって分布が制限されている（Cadi and Joly 2003）。国内でも大阪
府や岡山県ではアカミミガメの分布の拡大に伴い、イシガメの生息範囲がアカミミガメ
の侵入していない水域に制限され、個体群も減少していることが確認されている（谷口・































































らかになった。また同様にフランスでは Cadi and Joly (2003)もヨーロッパヌマガメとア
カミミガメを混在して池で飼育し、バスキング場所を巡る競争においてアカミミガメが











る（野田・鎌田 2004，上野ら 2014）。実験では 2 種とも与えていた飼料ペレットを
利用していたと考えられるが、アカミミガメは採餌量が多いため（安川 2007a）、間接









































 河北潟の淡水ガメ群集は、過去 15 年間にわたってアカミミガメの密度が高い状態が
続いていた。このことは、海外の多くの地域と同様に、クサガメ個体群に対して悪影響
を及ぼしていると考えられる。アカミミガメは、低年齢で成熟し、産卵能力が高く、体
サイズが大きいという点で、在来種よりも競争力が高いと考えられる（Arvy and Servan 
1998）。また、攻撃性が高く（Cadi and Joly 2003; 2004, Polo-Cavia et al. 2010; 2011; 2012b）、
採餌能力が高く、優占的に日光浴することにより体温をより高く保つことができ（Polo-






















タリオ州にある Point Pelee 国立公園では、ブランディングタートル Emydoidea blandingii 
の個体群構造は、1972-1973 年と 2001-2002 年の間により大型化し、高齢化が進んでい












































アカミミガメが逃避してしまう（Cash and Holberton 2005）。本研究でも使用したベイト
誘引の箱型トラップでの捕獲は最も一般的な方法であり、またバスキングをする特徴を
利用した浮島型の箱型トラップも開発されている。こうした箱型トラップは捕獲できる
個体数が制限されがちであるが、この点を補う聖堂型トラップ acathedral trap も開発さ
れ、このトラップでは大きな効果が確認されている。またこうした個体捕獲のみでは岸
の地中に作られた産卵巣から孵化してくる個体を駆除できない。アカミミガメが産卵巣













































 Red-eared slider turtle Trachemys scripta elegans is one of the representative invasive organisms, 
which potentially induce negative impacts against freshwater ecosystem in the world.  In this 
study, the population structures of the invasive turtle and the effects on the communities of native 
turtles at wetlands in Ishikawa prefecture were examined by field research and experiments.  
First, the species composition and abundance of freshwater turtles were investigated by capturing 
with bait traps.  The field collection has been continuously conducted from 2001 to 2017 at 6 
sites in Kanazawa and Kaga city.  In Kanazawa, Kahokugata lagoon, red-eared slider has been 
dominated.  Whereas, Reeves’ pond turtle Mauremys reevesii and Japanese pond turtle 
Mauremys japonica as native species were mainly distributed in Tawara, nakayama, tomiduka 
and Sakumi near the mountain area.  At least, the distribution of red-eared slider and Japanese 
pond turtle was not overlapped in field. 
 Second, the change of the population structures of red-eared slider at Kahokugata lagoon was 
investigated by the observation of morphological characteristics of captured individuals.  For 17 
years from 2001 to 2017, the density of juveniles was decreased and that of old individuals was 
increased.  Furthermore, the capturing number of melanistic males as older individuals was 
increased.  They suggest that the reproductive efficiency in red-eared slider population became 
lower for long time. 
 Third, to test the direct effects of red-eared slider on the survivorship of native turtles, field 
experiments were conducted at the Ishikawa zoo in Nomi city.  In spring season of 2016, three 
cages (100 cm × 100 cm × 50 cm) were set up in the pond.  In a cage, 5 juveniles of Japanese 
pond turtle were kept together with 5 red-eared slider juveniles.  As a control, 10 individuals of 
only native and invasive turtle were respectively kept in other two cages.  After 6 months, the 
survivorship and the growth rate were compared among three experimental groups.  
Additionally, in 2017, the similar experiment was conducted using Reeve’s pond turtle.  In 
Japanese pond turtle, the growth rate of the group kept with red-eared slider was significantly 
lower than control group.  However, the growth rate of Reeves’ pond turtle was not affected by 
the existence of red-eared slider.  Probably, Reeves’ pond turtle may have any properties to avoid 
the competition with red-eared slider.   
  Finally, to examine the process of invasion in Kanazawa city, the distribution pattern of red-
eared slider and other turtles was investigated by field census.  The 130 km2 area of Kanazawa 
city including 15 rivers was classified with 568 meshes.  In each mesh, the number and species 
of freshwater turtle was recorded from June to August in 2016 and 2017.  As a result, red-eared 
slider was confirmed in 37 (6.5%) of 568 meshes including wetland environments.  Specifically, 
they are mainly observed in the Fushimi, Morishita and Takahashi river.  GLMM analysis 
showed that the distribution pattern of red-eared slider in river could be explained by the number 
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of dam from the mouth of river and the water depth.  The result makes it possible to predict the 
expansion and distribution pattern of red-eared slider in future.  It can give us the useful 
information to protect the invasion of red-eared slider and conserve the native turtle communities 

















息し、交雑個体が確認された。加賀市内のため池 D,E,F では 2001 年から 2003 年にか
けてはイシガメが多く捕獲されたが、2015 年にはほとんど捕獲されなくなった。河北
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調査地 種 2015 2016 2017 F P
A
アカミミガメ
捕獲個体数 134 29 45 
河北潟 CPT 1.24 0.29 0.83 13.0 <0.001
クサガメ
捕獲個体数 24 6 9 
CPT 0.22 0.06 0.17 2.1 0.13 
B
アカミミガメ
捕獲個体数 1 0 0 
俵大池 CPT 0.02 0 0 - -
イシガメ
捕獲個体数 45 15 14 
CPT 0.75 0.27 0.47 1.6 0.21 
クサガメ
捕獲個体数 118 26 24 
CPT 1.97 0.47 0.80 5.5 0.01 
イシガメとクサガメ
の交雑個体
捕獲個体数 3 1 0 
CPT 0.05 0.02 0 0.6 0.52 
C
イシガメ
捕獲個体数 34 15 13 
中山池 CPT 0.57 0.27 0.43 1.1 0.35 
クサガメ
捕獲個体数 7 7 1 
CPT 0.12 0.13 0.03 1.0 0.38 
イシガメとクサガメ
の交雑個体
捕獲個体数 20 9 2 




アカミミガメ イシガメ クサガメ スッポン
アカミミガメ - 0.01 0.30 0
イシガメ - 0.26 0.15 
クサガメ - 0.26 
調査地 種 2001 2002 2003 2015
D
イシガメ
捕獲個体数 94 29 8 0
富塚池 CPT 0.67 0.26 0.16 0
E
イシガメ
捕獲個体数 43 10 4 3 
作見池 CPT 0.31 0.09 0.08 0.05 
クサガメ
捕獲個体数 4 0 0 0 
CPT 0.03 0 0 0 
F
イシガメ
捕獲個体数 37 10 3 2 
片野鴨池 CPT 0.26 0.09 0.06 0.03 
イシガメとクサ
ガメの交雑個体
捕獲個体数 0 0 0 2 
CPT 0 0 0 0.03 


















2001-2003 37 138.8 ± 31.2 127.8 ±28.0 113.1 ± 21.7 52.6 ± 9.5 447.0 ± 267.6 1.51 ± 0.15
2015-2017 61 162.0 ± 25.4 145.9 ±23.1 127.0 ± 17.2 60.8 ± 9.5 633.2 ± 259.0 1.41 ± 0.13
t 3.97 3.38 3.41 4.05 3.37 3.61 
P 0.0001 0.001 0.0009 0.0001 0.0011 0.0005
雌
2001-2003 69 170.2 ± 40.3 158.9 ± 37.9 135.6 ± 27.6 62.4 ± 13.6 923.2 ± 620.0 1.61 ± 0.12
2015-2017 110 195.2 ± 28.0 182.4 ± 26.1 152.4 ± 18.9 80.2 ± 12.7 1230.5 ± 494.0 1.56 ± 0.10
t 4.88 4.88 4.64 7.93 3.64 3.22 
P < 0.0001 < 0.0001 < 0.0001 < 0.0001 0.0004 0.0015
環境要因
モデル 堰数 水深ランク 川幅 残差 AIC Δ
1 -1.25** 0.77* - -2.13*** 140.3 -
2 -1.21** 0.8* -0.001 -2.16* 142 1.7
3 -1.42*** - -0.0004 -0.32 144 3.7
4
-
1.34*** -0.002 -4.31*** 154.4 14.1









アカミミガメ イシガメ クサガメ スッポン
アカミミガメ 31 2 6 7
イシガメ - 7 4 1
クサガメ - - 10 2
スッポン - - - 10
